






































1. Elle ( na羡re ) ?Osaka en 1974. 
2. Sophie (馗rire ) une lettre quand son p鑽e ( rentrer ) ?la maison. 
このような問題の場合、学生達の努力は解答の正確な暗記に集中する。過去時制
がもっ意味内容をよく理解したうえで試験に臨む学生は稀で、 íOsaka と 1974の前



























2 )大谷若手HH rなぜ H4，:だけが外P<I語版修縮小一一一異文化f'11.解に欠かせぬのにJ (朝JH 新 1m 、

























(figural) 能力を、円滑さ (fluency) ・柔軟さ (flex ibility) ・独創性 (originality) にお
3) 11"ソシュール小事典.1 (大修館書店、 1985 年) rランガージュ・ラング・パロール」の項
(p.64) 。
4 )九L1J主三郎『ソシュールの思想.1 (岩波書店、 1981 年)、 I の第三章参!lな。
5) Irtll~.書、 p.l 52o
6 )我々は、この示唆をヴイヴイアン・クック (Vivian Cook) の『第 2 言語の学習と教授」
(Srcolld Langllage Learlling (111([ Lallglla.srr Tra("hing, Eclward Arnord Ltd , 1991. 米 111 朝二訳、
研究社出版、 1993年、 p.5) より得たが、クックは同様の研究として次のものをあげている。
S. 13en Zeef・“ Thc In fl l1 cncc、 of biJinguaJism on cognitive stratcgics and cognitivc dcvrlop. 
l1('nt> in Chi!cl [)('I 'e!oþmenl , 48 , pp .1 009-1018 , 1977. 
7) Richard G. Lanclry，“八 CO l11 pari 日on of sl'concl Jangl1 a日l' Jearners ancl 1l10noJinguals on cJiv('r 
日ent thinking tasks at thl' e)cl11l'ntary schooJ JC\' l' J>> ・ in The !VJot/cm Lall.srlw.srl' .Ioll l1lal, vol. L V lIl, 


























8) E. P. Torrance. Torrance Tesls of Creatil!l' Tllinking Norms-Il'clzlical M日IlI fal. (Research 






11) 11" 1滅的・心現f下て辞*~ (誠信者:扇、 1981 年)、 p.59 0
































13) クック、 rìíj掲訳者、 p.118。ここで詫う「第 2 言語」とは、け本人にとっては、普通、英語
のことであり、今我々が問題としている「第斗外j，iiJ語」は、正確には「第 3 言語」というこ
とになるが、引用文の ì=.張は「第 3 言語」に関しでも全く IIIJ様に適凶 liTíì~で、ある。
14) l靖J l'.:， H: 、 p.119 0







































Hier , apr鑚 avoir cherch? une chambre toute la journée , Julie (aller ) au 
restaurant avec Gilles. Ils (d駛? Il1anger ) dans ce restaurant et ils 
( conna羡re ) le menu. Gilles (commander ) la salade que Julie (prendre ) la 
fois pr馗馘ente11i' . 
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い。下の C の 2 のような場合、会話が二人一組のベアによって演じられてもよい
であろう。
問題 C
1 .夏休みの出来事を 250語程度のフランス語にまとめなさし '0
2. 次の三つのテーマより一つを選び、好き嫌いとその理由を言うやりとり
を書きなさいlH10



















i草刈/ì. Jr. -ー J (Iì;自千門学|淀川:文学部紀要.! 26 ~~・、 pp.l 67-185 、 1992年)が詳細、かつイヲ
誌であるり









柔軟な思考の十字ちj:_J である。たとえば、 '94年 6)]17H 付けの明JH 新 11rJ 夕刊は、ある私立大
小の就職謀の話として、「状況に応じていろいろな対J，~;ができる応則 )J のある ~~l'ソf:_が併まれ
る」ことを報h- しているり (r);l先取ll:;1ﾍIﾎ 1~ 嫌われる 5 タイプ」より)
